
種雄牛「睦百合・平福富」廃用のお知らせ 
 
睦百合は「葵白清」の全きょうだいである「あおいしらきよ」を母に持ち、但馬(熊波)

系大分県有種雄牛「睦美幸」の後継として造成されました。枝肉成績としても県有種雄牛
産子内でトップレベルの「バラ厚」を示し、直接検定で見られた本牛の発育・体深が産子
中躯に現れた種雄牛でした。 

しかしながら、検定成績における平均 BMS が惜しまれたことから廃用に至りました。 
 
平福富は、当時推定育種価 HHHCAH であり体形面でも非常に優れた「ふくとみ２１」

を母に持ち、同じく「糸福」の流れである「平福安」より造成された藤良系種雄牛です。
本牛は直接検定終了時の体形審査で当時の県内最高得点 87.0 を記録、後の本原登録でも
88.3 点という、現在においても歴代第３位となる好成績を記録しました。 

しかしながら、検定成績について、歩留項目が全体的に惜しまれたことから廃用に至り
ました。 


